
平成２１年２月１２日 

 

原発事故や将来の廃炉およびエネルギーの多元化への対応に貢献する
新製品開発への支援を開始します 

～ 平成26年度「拠点化計画促進研究開発事業補助金」交付決定 ～ 
 

公益財団法人若狭湾エネルギー研究センターでは、福井県が推進するエネルギー研究開発拠点化計画（充実・

強化分野）の一環として、平成２４年度から「拠点化計画促進研究開発事業補助金」を実施しています。 

この事業は、福島第一原子力発電所の事故を踏まえ、平成２６年度の拠点化推進方針に位置づけられた施策で

ある「原発事故に対応する技術開発の推進」、「エネルギーの多元化への対応」および「将来の廃炉に備えた対応」

に資する県内企業等の研究開発を支援するものです。 

本年度は審査の結果、平成２５年度から継続する取組み６件と、平成２６年度からの新たな取組み１件を採択

し、補助金の交付を決定しましたのでお知らせします。 

 

記 

 

［継続：６件］          （掲載は代表企業五十音順） 

代表事業者名[所在地] テーマ名 概 要 

アイテック㈱ ［鯖江市］ 
燃料電池発電機システムの開

発 

工事現場等における次世代の発電機の導入を図る

ため、低コストで耐振動性に優れた金属セパレータ

ーを用いた燃料電池による発電機システムを開発

する。 

㈱環境総合テクノス [おおい町] 
水底放射能測定装置の研究開

発 

水底の放射線モニタリング調査における迅速かつ

高密度な汚染マップ作成に活用するため、放射線量

をリアルタイムで測定可能な「水底放射能測定装

置」を開発する。 

サカイオーベックス㈱ 

テクニカルセンター  [福井市] 
放射線遮へい材の開発 

原子力発電所や医療現場等において作業者の被ば

くを低減するため、高度な製織技術により、放射線

遮へい効果を持つタングステン繊維を用いた衣料

を開発する。 

サカイオーベックス㈱ 

水産資材事業部 ［福井市］ 

海洋エネルギー発電デバイス

と活用方法の開発 

魚の走光性を活かし、人工漁礁における集魚効果の

向上を図るため、波や海流の振動で発電する発光ユ

ニットやＬＥＤテキスタイルを用いた集魚灯を開

発する。 

東洋紡㈱ 敦賀事業所 

 [敦賀市] 

放射性物質等の除染対応資材

の開発 

原子力災害等における放射能汚染浸出水の封込め

や海洋に流出した放射性物質の回収に対応するた

め、高吸水膨潤性繊維を用いた止水、吸着シート等

を開発する。 

㈱ナカテック  [坂井市] 

 

液体燃料製造プロセス最適化

に関する研究 

化石燃料に依存しない次世代の航空機燃料等に活

用するため、木質バイオマスの熱分解により生成し

た水素と二酸化炭素から、触媒を用いて液体燃料を

製造する技術を開発する。 

 

［新規：１件］ 

代表事業者名[所在地] テーマ名 概 要 

セーレン㈱ [坂井市] 
耐水性防護服の機能性向上に

向けた研究開発 

原発事故現場や廃止措置現場等の汚染水環境下に

おける作業の効率化および負担軽減に対応するた

め、特殊柔軟不織布を用いて、耐水性および快適性

に優れた防護服素材を開発する。 

 

               平成２６年７月１４日 

公益財団法人若狭湾エネルギー研究センター  

 

                   
お  知  ら  せ 

【配布先】 

福井県政記者クラブ 
敦賀記者クラブ 
小浜記者クラブ 



 

 

（参 考）「拠点化計画促進研究開発事業補助金」の概要 

補助事業者 補助対象事業 補助要件 募集期間 

製造業等ものづくりにより事業

の展開を目指す以下の企業等 

① 県内に開発拠点となる事業

所を有する企業 

② 上記①を含むグループ（グル

ープには県内の大学を含む

ことができる） 

「原発事故に対応する技術開発の推 

進※１」、「エネルギーの多元化への対 

応※２」および「将来の廃炉に備えた 

対応※１」に資する新製品の開発また 

は新技術の実用化に向けた研究開発 

 

【補助率】 
補助対象経費の2／3 
 

【補助限度額】 
2,000万円／年 

平成26年4月14日 
～ 

平成26年5月12日 

（ 例 ）※１：作業用防護服、放射線遮へい防護服、放射性物質の除染・回収技術等 

※２：太陽光、風力、小水力、バイオマス等の再生可能エネルギーの活用技術等 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

 公益財団法人 若狭湾エネルギー研究センター 

産業育成部 北瀬、松田、多田 

 ＴＥＬ：０７７０－２４－７２７６(直通) 


